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赤色)、465 nm(青色)および465 nm＋517 nm(緑色）＋631 nm（白色）の色調のLEDを1,000 lux以
図 1. LED 照射下におけるハツカダイコン栽培の様子. 
















② 乾燥サンプル100 ㎎に対して、2 mLのMAW(CH3OH：CH3COOH：H2O＝4：1：5)を加え、振
盪しつつ総ポリフェノールを1時間抽出した。 




① 没食子酸を0、10、20、30、40および50 µg/mLとなるように蒸留水で溶解し、標準液とした。 
② 予めポリフェノール抽出サンプルを蒸留水で20倍希釈した。 
③ サンプル500 μLに対して10％フェノール試薬を2.5 mL加え、混和した。 
④ 7.5%炭酸ナトリウム溶液を2 mL加えた後、転倒混和し、1時間室温で静置した。 
⑤ 分光光度計を用い、765 nmの波長で吸光度を測定し、検量線から没食子酸相当量の総ポリフェ
ノール濃度を測定した。 



















図 2. 左から白色、赤色、青色 LED を照射した 
ハツカダイコン 
白色 LED 赤色 LED 青色 LED 
図 3. 照射 LED の波長と光量測定結果 
左：白色、赤色、青色 LED の測定波長． 
▶ ハツカダイコンの葉部および根部重量 
































図５. 各色調の LED による総ポリフェノール含量の変動 
平均値±標準誤差．n=5. 
 
図 4. 照射光の違いが葉部および根部重量に与える影響 
左：葉部における平均重量±標準誤差．n=5．右：根部における平均重量±標準誤差．n=5． 
。 
また、本研究ではテープLEDを使用したが、蛍光灯と比較するとluxが低いため、光量とポリフェノ
ール合成量の関係性についても明らかにする必要がある。今回の実験では、光量の設定や土壌成分
の条件など栽培方法に不備があり、得られたデータの数が少なかった。今後はある程度ハツカダイ
コンが成長してからLEDを当てるなど照射のタイミングや照射時間についても検討していく必要
がある。 
 
